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は
じ
め
に
　
三
河
国
高
浜
の
お
高
は
、
蕉
風
俳
諧
師
と
し
て
活
躍
し
た
伊
勢
の
樗
良
（
一
七
二
九
〜
一
七
八
〇
）
と
同
年
生
ま
）
1
（
れ
で
あ
り
、
同
じ
く
蕉
風
俳
諧
師
と
し
て
活
躍
し
た
名
古
屋
の
暁
台
（
一
七
三
二
〜
一
七
九
二
）
よ
り
も
生
ま
れ
は
三
年
早
い
が
、
没
年
は
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
と
同
時
代
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
蕉
風
中
興
期
に
あ
っ
て
、
そ
の
活
躍
は
京
都
雑
俳
の
地
方
化
の
一
例
と
し
て
、
ま
た
、
地
方
雑
俳
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
、
鈴
木
勝
忠
氏
に
よ
っ
て
「
三
河
高
浜
の
お
高
前
句
）
2
（
付
」
で
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
お
高
以
後
の
雑
俳
が
狂
俳
へ
移
行
す
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
　
本
稿
で
は
、
お
高
撰
の
俳
諧
会
所
本
（
板
本
）
で
、
こ
れ
ま
で
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
四
六
部
の
興
行
時
期
を
再
検
証
し
た
上
で
、
新
た
に
追
加
す
る
四
部
の
興
行
時
期
を
推
定
し
た
。
そ
れ
ら
は
初
期
の
俳
諧
会
所
本
で
あ
る
と
推
定
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
お
高
撰
の
俳
諧
会
所
本
の
一
つ
の
特
徴
を
把
握
で
き
た
こ
と
を
論
じ
た
い
。
　
な
お
、
こ
の
内
の
二
部
は
手
控
え
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
高
の
撰
は
早
く
か
ら
書
写
し
て
残
し
た
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
、
俳
諧
会
所
本
と
し
て
完
全
な
形
態
で
は
な
い
が
、
そ
の
書
写
さ
れ
た
「
は
い
か
い 
正
月
集
」「
は
い
か
い 
百
戦
も
の
語
」を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。
　
ま
ず
、
お
高
は
知
名
度
が
高
い
と
は
い
え
な
い
の
で
、
そ
の
略
歴
を
確
認
し
た
上
で
、
俳
諧
会
所
本
の
興
行
年
次
の
再
検
証
と
追
加
す
る
四
部
の
興
行
時
期
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
一　
お
高
の
略
歴
　
ま
ず
、
お
高
に
つ
い
て
、『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店　
平
７
）
で
述
べ
た
記
事
を
引
用
し
て
、
手
短
に
紹
介
す
る
。
　
　
お
高
お
た
か
　
雑
俳
点
者
・
和
歌
作
者
。
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
〜
寛
政
四
（
一
七
九
二
）・
二
・
五
。
六
四
歳
〈
恩
任
寺
過
去
帳
〉。
本
名
、
石
原
善
兵
衛
。
別
号
、
桃
花
亭
萌
角
。
三
河
国
高
浜
の
廻
船
問
屋
・
酒
造
家
。
俳
諧
は
不
角
門
人
の
智
角
門
。
御
歌
所
へ
出
仕
し
、
尾
張
・
紀
伊
侯
の
碁
お
高
撰
俳
諧
会
所
本
の
興
行
時
期
の
再
検
証
付
、
翻
刻
：
お
高
撰
「
は
い
か
い 
正
月
集
」「
は
い
か
い 
百
戦
も
の
語
」
抜
書
冨　
　
田　
　
和　
　
子＊
冨　田　和　子
二
四
の
相
手
も
し
た
と
伝
え
る
〈『
門
人
知
奈
美
手
記
』〉。
当
時
の
風
潮
か
、
前
句
付
点
者
と
し
て
女
流
め
か
し
た
「
お
高
」
と
称
し
、
会
所
も
「
か
し
く
」
を
名
乗
ら
せ
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
晩
年
ま
で
、
月
三
度
の
興
行
を
続
け
た
。
尾
張
国
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
に
会
所
本
を
彫
ら
せ
、『
は
い
か
い
角
文
字
』（
安
永
１
）
か
ら
『
誹
諧
冬
の
宴
』（
寛
政
２
）
ま
で
四
六
部
が
伝
存
。 
参  
鈴
木
勝
忠
「
三
河
高
浜
の
お
高
前
句
付
」
（『
近
世
俳
諧
史
の
基
層
』
平
４
）
　
廻
船
問
屋
主
人
で
あ
っ
た
お
高
は
、
俳
諧
を
不
角
門
人
の
智
角
に
師
事
し
、
四
四
歳
頃
（
数
え
年
）
に
隠
居
の
身
と
な
り
、
前
句
付
点
者
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
撰
は
月
三
度
の
興
行
を
続
け
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
た
と
み
え
る
。
そ
の
伝
存
す
る
お
高
撰
の
俳
諧
会
所
本
は
、
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
『
は
い
か
い 
角
文
字
』（
安
永
元
）
か
ら
『
誹
諧
冬
の
宴
』（
寛
政
二
）
ま
で
の
四
六
部
が
紹
介
さ
れ
）
3
（
た
。
現
在
は
、
こ
れ
に
、『
は
い
か
い 
み
と
り
の
衣
』（
辰
十
二
月
披
）
4
（
露
）、『
誹
諧
沖
津
浪
』（
未
一
月
中
）
5
（
旬
）、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
は
い
か
い 
正
月
集
」「
は
い
か
い 
百
戦
も
の
語
」
を
加
え
、
五
十
部
が
窺
え
る
。
と
は
い
え
、
安
永
元
年
か
ら
晩
年
ま
で
二
〇
年
近
く
、
月
三
度
の
興
行
を
続
け
た
と
い
う
興
行
数
か
ら
み
れ
ば
、
伝
存
す
る
も
の
は
や
は
り
少
な
い
。
　
こ
こ
で
新
た
に
加
え
る
四
部
の
内
、
前
者
の
二
部
は
板
本
で
伝
存
し
、
興
行
年
を
推
定
で
き
る
干
支
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
の
二
部
は
、
板
本
は
未
見
で
あ
り
、
会
所
本
の
書
抜
き
帳
に
入
撰
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
残
る
も
の
で
、
作
者
名
や
取
次
名
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
二　
お
高
撰
俳
諧
会
所
本
の
興
行
年
次
の
再
検
証
　
ま
ず
、
鈴
木
氏
の
四
六
部
の
配
列
順
を
、
興
行
時
の
干
支
、
巻
末
記
載
の
取
次
名
・
所
在
地
、
板
本
の
特
徴
な
ど
か
ら
再
検
証
す
る
た
め
に
表
１
・
２
を
作
成
し
た
。
表
１
に
は
、
新
た
に
加
え
る
四
部
の
興
行
時
期
を
推
定
し
加
え
た
。
〈
表
の
見
方
〉
〈
表
１
〉
お
高
撰
俳
諧
会
所
本
一
覧
　
　
左
端
は
新
た
に
付
し
た
通
番
。
新
た
に
加
え
る
四
部
の
内
、
干
支
の
記
載
が
あ
る
二
部
は
、
○
付
数
字
で
表
記
し
た
。
干
支
の
記
載
の
な
い
二
部
は
、
49
・
50
と
番
号
を
付
し
た
上
で
、
配
列
で
き
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
配
置
し
た
。
　
　
そ
の
右
の
「
鈴
木
」
は
「
三
河
高
浜
の
お
高
前
句
付
」
で
の
配
列
順
。
　
　
「
開
催
時
期
」
欄
は
、
例
え
ば
、「
辰
年
12
月
披
露
」
を
「
辰
12
披
」、「
巳
年
6
月
上
旬
」
を
「
巳
6
上
」
と
略
記
し
た
。
　
　
「
句
高
（
Ａ
）」
欄
は
、
原
本
記
載
の
句
数
を
記
し
た
も
の
。「
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数
（
Ｂ
）」
欄
の
集
句
数
を
合
計
す
る
と
、
36
と
43
の
二
例
を
除
い
て
「
句
高
（
Ａ
）」
欄
の
数
と
同
じ
に
な
る
。
　
　
「
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数
（
Ｂ
）」
欄
の
算
用
数
字
は
集
句
数
。
（　
）
内
は
そ
れ
を
集
め
た
取
次
の
記
事
。「
三
」
は
三
河
、「
尾
」
は
尾
張
な
ど
、
取
次
名
の
前
の
所
在
地
の
略
記
や
、
末
尾
の
「
公
・
御
巻
・
さ
ま
・
丈
」
の
類
は
敬
称
で
あ
る
が
、
記
載
の
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
　
　
右
端
の
「
綿
屋
」
欄
の
○
印
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
。
　
　
そ
の
左
の
「
翻
刻
所
在
他
」
欄
の
記
載
は
、
例
え
ば
「
集
成
１
－
８
」
は
『
雑
俳
集
成
』
第
一
期
８
巻
、「
26
－
15
」
は
『
未
刊
雑
俳
資
料
』
第
26
期
15
に
翻
刻
が
あ
る
意
。（
宮
田
205
）
は
、
奈
良
大
学
「
宮
田
正
信
博
士
旧
蔵
和
本
目
録
」
の
番
号
。（
吉
沢
）
は
所
蔵
者
名
。（
コ
ピ
ー
）
は
、
現
在
、
所
蔵
先
不
明
で
、
原
本
コ
ピ
ー
で
残
る
も
の
。
　
　
干
支
な
ど
か
ら
興
行
年
の
確
定
す
る
も
の
は
、
13
・
14
（
未
閏
12
）
安
永
四
（
一
七
七
五
）、
43
（
甲
辰
二
上
）
天
明
四
（
一
七
八
四
）
の
三
部
。
表
１
　
お
高
撰
俳
諧
会
所
本
一
覧
通
番
鈴
木
書
名
開
催
時
期
句
高（
A）
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数（
B）
掲
載
句
数
会
林
撰
者
名
表
記
巻
元
巻
末
の
添
句
備
考
翻
刻
所
在
他
綿屋
１
１
は
い
か
い
角
文
字
辰
12披
1,578句
1,068（
尾
藤
江
梅
樹
軒
公
）、
305（
三
高
濱
完
々
堂
・
志
夕
公
）、
205（
三
吉
田
花
火
組
公
）
56
会
林
か
し
く
お
高
選
○
②
は
い
か
い
み
と
り
の
衣
辰
12披
（
1,847句
）
1,115（
花
月
堂
）、
529句（
松
露
堂
・
寛
尓
堂
）、
203句（
梅
樹
軒
）
50
か
し
く
桃
華
亭
お
高
撰
（
千
代
）
御
は
し
書
略
　
水
仙
や
呂
南
の
窓
に
か
り
て
咲
　
千
代
　
落
葉
に
よ
ご
す
箒
目
の
庭
　
た
か
拝
（
宮
田
205）
３
２
は
い
か
い
重
ね
扇
巳
６
上
2,484句
2,016（
尾
藤
江
梅
樹
軒
公
）、
236句（
三
福
釜
花
月
堂
公
）、
102句（
三
高
川
原
田
藤
軒
公
）、
75
句（
三
濱
尾
丸
十
組
公
）、
55句（
三
小
垣
江
松
露
堂
公
）
100
会
林
か
し
く
桃
華
亭
お
高
撰
13 ‒11
○
49
は
い
か
い
正
月
集
700余
吟
36
お
高
評
高
濱
孤
松
亭
会
所
本
の
書
抜
き
、
各
句
に
作
者
名
の
記
載
な
し
（
吉
沢
）
50
は
い
か
い
百
戦
も
の
語
1,450吟
71
お
高
評
横
須
か
柳
門
会
所
本
の
書
抜
き
、
各
句
に
作
者
名
の
記
載
な
し
（
吉
沢
）
４
３
誹
諧
教
訓
草
巳
12上
2,220句
、
追
句
50吟
100＋４
三
州
高
浜
会
林
賀
志
久
桃
華
亭
お
高
撰
尾
横
須
加
遊
梅
舎（
香
尾
）
御
は
し
が
き
略
之
　
集
る
や
名
も
高
濱
の
む
ら
千
鳥
　
香
尾
　
風
を
ち
か
ら
に
う
ご
く
枯
芦
　
た
か
　
尾
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
46 ‒15
○
５
４
誹
諧
澪
標
巳
12下
2,435章
100
会
林
か
し
く
三
州
桃
華
亭
選
（
す
ゝ
め
ぐ
み
　
千
帋
）
御
は
し
が
き
略
之
　
花
数
の
た
ら
で
恥
か
し
室
の
梅
　
す
ゝ
め
ぐ
み
　
千
帋
　
冬
が
れ
も
な
く
し
げ
き
こ
と
の
葉
　
た
か
『
あ
か
ね
う
ら
』（
点
帖
）
（
安
永
中
８
月
上
旬
）
よ
り
、
入
章
句
17句
を
収
め
る
※
46 ‒15
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
二
五
〈
表
2
〉
主
要
取
次
一
覧
　
　
縦
軸
に
は
〈
表
1
〉
の
「
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数
（
Ｂ
）」
欄
に
あ
げ
た
取
次
を
配
列
し
、
横
軸
に
は
縦
軸
に
挙
げ
た
取
次
と
関
わ
る
本
を
左
か
ら
順
に
横
に
配
列
し
て
表
に
し
た
も
の
で
あ
）
6
（
る
。
欄
外
の
「
そ
の
他
の
巻
の
巻
元
」
は
、
こ
の
取
次
一
覧
に
は
載
ら
な
い
が
、
巻
元
と
わ
か
る
も
の
を
挙
げ
た
。
　
　
表
中
の
◎
は
、
取
次
名
に
所
在
地
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
○
は
、
そ
れ
が
な
く
取
次
名
の
み
の
も
の
。「
巻
」
は
そ
の
会
所
本
で
巻
元
を
す
る
取
次
。「
巻
」（
斜
体
）
は
、
そ
の
明
記
は
な
い
が
、
巻
末
の
添
句
な
ど
か
ら
、
そ
れ
と
わ
か
る
も
の
を
区
別
し
た
も
の
。
　
　
「
所
在
地
」
欄
は
、
巻
末
記
載
の
取
次
名
に
添
え
ら
れ
た
地
名
を
記
し
た
。
そ
れ
の
な
い
も
の
で
も
、
掲
載
句
に
添
え
ら
れ
た
取
次
名
か
ら
補
え
る
も
の
は
補
い
、
斜
体
で
表
記
し
た
。（　
）
内
に
、
現
在
の
市
町
村
区
分
を
記
載
し
た
。
　
　
「〈
表
1
〉
書
名
一
覧
通
番
」
欄
は
、
そ
の
右
に
展
開
さ
せ
た
◎
○
の
あ
る
本
の
通
番
を
記
載
し
た
。
な
お
、
そ
の
中
の
10
・
11
・
43
（
斜
体
）
は
原
本
（
写
真
）
未
見
。
未
刊
雑
俳
資
料
に
よ
る
。
　
通
番
鈴
木
書
名
開
催
時
期
句
高（
A）
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数（
B）
掲
載
句
数
会
林
撰
者
名
表
記
巻
元
巻
末
の
添
句
備
考
翻
刻
所
在
他
綿屋
６
５
誹
諧
藤
の
か
つ
ら
午
５
あ
や
め
の
日
3,095句
115
三
州
桃
華
亭
於
高
撰
○
⑦
誹
諧
沖
津
浪
未
１
中
1,560余
吟
100
三
州
お
高
撰
尾
横
須
賀
遊
梅
舎
歳
暮
　
浪
か
ぜ
の
音
か
た
づ
け
て
四
方
の
春
　
桃
華
亭
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
（
コ
ピ
ー
）
８
６
誹
諧
村
の
長
未
３
中
102
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
八
橋
堂
）
御
ま
へ
書
略
ス
　
は
り
肬
を
し
て
ま
つ
や
雪
の
梅
　
八
橋
堂
　
冬
も
な
が
め
も
ふ
か
き
言
の
葉
　
た
か
板
元
角
屋
庄
蔵
26 ‒13
○
９
７
誹
諧
ひ
な
遊
未
４
上
1,323章
575句（
朧
組
御
巻
）、
405句（
遊
梅
舎
公
）、
168
句（
鳳
楼
舎
公
）、
110句（
梅
樹
軒
公
）、
65句（
お
蘭
さ
ま
）
54
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
朧
組
朧
組
御
巻
　
昇
句
銘
々
御
誹
名
著
ス
○
10
８
誹
諧
堪
忍
袋
未
５
下
2,403吟
462句（
舩
見
組
公
）、
440句（
遊
梅
舎
公
）、
125
句（
周
南
堂
公
）、
180句（
石
寿
公
）、
145句（
里
夕
庵
公
）、
140句（
鳳
来
堂
公
）、
122句（
梅
樹
軒
公
）、
114句（
斛
泉
堂
公
）、
114句（
丸
十
組
公
）、
86句（
鼓
鶏
堂
公
）、
85句（
田
村
丸
公
）、
80句（
女
郎
花
公
）、
72句（
花
月
堂
公
）、
72句
（
木
邑
堂
公
）、
60句（
朧
組
公
）
115
三
州
お
高
撰
（
舩
見
組
）
前
書
略
　
見
へ
透
て
肌
は
ぢ
か
し
き
夏
衣
　
舩
見
組
　
窓
橘
の
え
も
う
へ
ぬ
香
サ
　
た
か
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
26 ‒13
11
９
誹
諧
法
の
樞
未
６
下
2,018句
1,046句（
三
浜
尾
丸
十
組
御
巻
）、
233句（
遠
浜
松
周
南
堂
御
巻
）、
185句（
尾
稲
生
里
夕
庵
御
巻
）、
145句（
三
高
浜
女
郎
花
御
巻
）、
136句（
信
松
本
蓬
莱
堂
御
巻
）、
125句（
三
刈
谷
鼓
鶏
堂
御
巻
）、
53句（
三
形
ノ
原
大
船
堂
御
巻
）、
50句（
江
高
宮
石
寿
御
巻
）、
45句（
三
若
林
斛
泉
堂
御
巻
）
99
三
高
浜
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
三
浜
尾
丸
十
組
尾
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
26 ‒13
12
10
誹
諧
嵯
峨
遊
未
８
中
1,886章
1,601吟（
尾
横
須
賀
遊
梅
舎
公
）、
182句（
三
棚
尾
八
橋
堂
公
）、
103吟（
三
刈
谷
鼓
鶏
堂
公
）
117
三
高
浜
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
尾
横
須
賀
遊
梅
舎
尾
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
三
浜
尾
丸
十
組
御
巻
　
昇
句
銘
々
御
誹
名
著
ス
26 ‒13
13
11
誹
諧
家
つ
と
未
閏
12中
〔
安
永
４
（
1775）〕
1,255吟
60
三
州
お
高
撰
尾
寺
本
玉
竜
館
御
は
し
が
き
有
て
　
集
め
て
も
そ
れ
程
は
な
し
雪
転
し
　
巻
本
　
香
も
一
し
ほ
に
は
や
咲
の
梅
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
26 ‒13
○
14
12
誹
諧
壺
伝
授
未
閏
12中
〔
安
永
４
（
1775）〕
2,601句
1,115吟（
尾
藤
江
梅
樹
軒
公
）、
232句（
三
寺
本
玉
竜
館
公
）、
200句（
三
吉
田
田
村
丸
公
）、
160
句（
尾
稲
生
里
夕
庵
公
）、
141句（
三
浜
尾
丸
十
組
公
）、
119句（
三
刈
谷
林
泉
舎
公
）、
113句（
三
福
釜
花
月
堂
公
）、
100句（
尾
蟹
江
栄
亀
堂
公
）、
95句（
三
若
林
斛
泉
堂
公
）、
82句（
尾
戸
田
一
昌
堂
公
）、
73句（
三
徳
次
自
賎
堂
公
）、
71句（
三
西
尾
浮
橋
公
）、
67句（
三
下
一
色
お
蘭
様
）、
33
句（
三
矢
作
大
橋
堂
公
）
151
三
州
お
高
撰
（
扇
風
）
御
は
し
が
き
有
て
　
蔵
せ
ど
も
そ
の
香
洩
来
る
室
の
梅
　
巻
本
扇
風
　
名
は
ふ
ゆ
ご
も
り
浅
き
谷
の
戸
　
た
か
、
歳
暮
　
枯
木
に
も
師
走
を
吹
て
風
の
音
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
跋
文
に
「
信
州
鳳
来
堂
公
・
江
州
石
寿
公
当
国
に
て
も
所
々
ご
延
引
故
昇
板
見
合
居
申
候
26 ‒13
○
15
13
誹
諧
か
ま
く
ら
山
申
１
中
2,684句
891句（
林
泉
舎
公
）、
223句（
吉
日
堂
公
）、
191
句（
一
昌
堂
公
）、
162句（
田
村
丸
公
）、
145句
（
梅
樹
軒
公
）、
135句（
亀
翁
公
）、
130句（
榮
亀
公
）、
125句（
花
月
堂
公
）、
124句（
振
袖
組
公
）、
113句（
里
夕
庵
公
）、
103句（
於
蘭
様
）、
93句
（
寿
川
堂
公
）、
80句（
周
南
堂
公
）、
70句（
斛
泉
堂
公
）、
66句（
丸
十
組
公
）、
33句（
大
橋
堂
公
）
185
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
林
泉
舎
）
御
前
書
略
之
　
神
は
な
を
人
の
惠
も
年
籠
　
林
泉
舎
　
詞
の
玉
の
塵
つ
も
る
山
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
26 ‒14
○
冨　田　和　子
二
六
16
14
誹
諧
飛
鳥
川
申
６
上
1,100余
吟
＋
追
巻
110
余
吟
78
三
州
お
高
撰
尾
寺
本
玉
竜
館（
鐘
雨
斉
）、（
追
巻
）
半
田
永
楽
堂
ひ
ら
き
ま
つ
花
橘
や
さ
つ
き
会
　
鐘
雨
斉
　
蛍
を
ち
か
ら
闇
の
窓
を
と
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
26 ‒14
○
17
15
誹
諧
姿
競
申
８
中
1,076句
55
会
林
か
し
く
お
高
撰
三
米
津
寿
川
堂（
里
竹
）
そ
の
鳥
は
何
と
啼
て
や
稲
負
セ
　
巻
本
里
竹
　
露
し
も
し
ら
ず
言
の
葉
の
奥
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
26 ‒14
（
コ
ピ
ー
）
18
16
誹
諧
花
の
魁
申
９
下
3,310余
吟
223
か
し
く
三
州
お
高
撰
尾
藤
江
梅
樹
軒（
扇
風
）
啼
む
し
の
姿
見
せ
け
り
け
ふ
の
月
　
巻
本
扇
風
　
野
も
せ
に
餘
る
秋
の
し
ら
玉
　
た
か
　
世
の
人
の
待
に
し
蕎
麦
の
鎌
入
れ
て
　
か
し
く
26 ‒14
○
19
17
誹
諧
逢
坂
山
申
10中
2,666吟
1,133句（
亀
翁
公
）、
353句（
花
月
堂
公
）、
234
句（
青
竜
・
初
音
堂
公
）、
173句（
吉
日
堂
・
於
蘭
公
）、
137句（
田
村
丸
公
）、
134句（
一
昌
堂
公
）、
120句（
寿
川
堂
公
）、
101句（
栄
亀
公
）、
100句（
林
泉
舎
公
）、
83句（
酢
吸
堂
公
）、
60句
（
斛
泉
堂
公
）、
38句（
朧
組
公
）
116
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
空
の
部
あ
り
）
26 ‒14
○
20
18
誹
諧
か
く
れ
ざ
と
酉
１
下
1,100吟
50
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
尾
蟹
江
栄
亀
老
木
に
も
千
百
唫
や
六
つ
の
花
　
巻
本
　
冬
が
れ
見
せ
ぬ
山
の
懐
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
集
成
1 ‒8、
26 ‒15
21
19
誹
諧
喜
見
城
酉
４
中
1,228吟
60
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
尾
寺
本
玉
竜
館（
湖
夕
）
出
軸
の
お
そ
な
は
り
し
は
し
が
き
有
て
　
延
し
て
も
空
へ
は
遠
し
鳳
巾
　
湖
夕
　
木
の
芽
ギ
ゴ
に
景
色
た
つ
山
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
集
成
1 ‒8、
26 ‒15
22
20
誹
諧
い
な
か
慈
童
酉
７
上
1,832句
423句（
い
そ
浪
公
）、
294句（
吉
日
堂
公
）、
200
（
花
月
堂
公
）、
182句（
玉
龍
館
公
）、
160句（
於
蘭
・
一
昌
堂
公
）、
150句（
田
邑
丸
公
）、
150句
（
五
律
公
）、
110句（
酢
吸
堂
公
）、
62句（
興
慶
堂
公
）、
51句（
遊
舩
堂
公
）、
50句（
林
泉
舎
公
）
122
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
空
の
部
あ
り
）
26 ‒15
○
23
21
誹
諧
相
生
松
酉
９
上
1,873句
750句（
田
村
丸
公
）、
555句（
一
昌
堂
公
）、
156
句（
い
そ
浪
公
）、
153句（
寿
川
堂
公
）、
149句
（
花
月
堂
公
）、
64句（
遊
船
堂
公
）、
46句（
酢
吸
堂
公
）
94
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
田
村
丸
）
御
は
し
が
き
有
て
　
雪
つ
も
れ
こ
の
塵
塚
も
山
の
数
　
田
村
丸
　
春
を
欺
く
垣
の
早
梅
　
た
か
集
成
1 ‒8、
26 ‒15
24
22
誹
諧
神
の
戯
酉
12下
1,916句
438句（
亀
翁
丈
）、
368句（
梅
林
堂
丈
）、
210句
（
吉
日
堂
・
一
川
流
丈
）、
188句（
梅
樹
軒
丈
）、
173句（
於
蘭
丈
）、
121句（
古
城
丈
）、
105句
（
寿
川
堂
丈
）、
103句（
酢
吸
堂
丈
）、
103句（
平
話
巣
丈
）、
88句（
千
丈
軒
丈
）、
19句（
遊
船
堂
丈
）
115
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
空
の
部
あ
り
）
集
成
1 ‒8、
26 ‒15
○
25
23
誹
諧
無
一
物
戌
７
上
2,056句
1,006句（
花
月
堂
公
）、
317句（
一
川
流
公
）、
163句（
不
明
公
）、
161句（
古
城
公
）、
141句
（
田
村
丸
公
）、
92句（
遊
月
堂
公
）、
92句（
清
風
堂
公
）、
41句（
亀
見
館
公
）、
31句（
寿
川
堂
公
）、
12句（
子
供
組
公
）
124
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
空
の
部
あ
り
）
○
26
24
誹
諧
忍
ふ
山
戌
９
2,001句
902句（
於
蘭
公
）、
200句（
一
川
流
公
）、
156句
（
梅
樹
軒
公
）、
145句（
田
村
丸
公
）、
137句（
研
川
堂
公
）、
124句（
不
明
公
）、
120句（
古
城
公
）、
101句（
帰
帆
公
）、
70句（
寿
川
堂
公
）、
46句
（
遊
月
堂
公
）
113
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
（
於
蘭
）
御
は
し
が
き
有
て
　
た
の
し
み
や
錦
の
は
れ
を
野
に
山
耳
　
於
蘭
　
琢
く
ら
し
つ
わ
た
る
む
ら
鳥
　
た
か
（
空
の
部
あ
り
）
○
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
二
七
通
番
鈴
木
書
名
開
催
時
期
句
高（
A）
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数（
B）
掲
載
句
数
会
林
撰
者
名
表
記
巻
元
巻
末
の
添
句
備
考
翻
刻
所
在
他
綿屋
27
25
誹
諧
む
か
し
模
様
丑
６
中
4,310余
吟
260
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
横
須
加
活
門
亭
そ
の
聞
へ
雲
井
に
廣
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す
　
活
門
亭
　
お
よ
ば
ぬ
枝
を
帰
た
る
唖
蝉
　
た
か
○
28
26
誹
諧
鳥
の
跡
丑
７
上
1,491句
91
会
林
か
し
く
三
州
桃
花
亭
評
尾
名
古
屋
凉
風
軒
追
善
　
散
り
浮
や
手
向
の
水
に
葛
の
花
　
凉
風
軒
　
菊
も
た
せ
か
る
夏
の
夕
霧
　
長
久
堂
　
物
ず
き
の
心
に
叶
ふ
宿
り
し
て
　
桃
花
亭
○
29
27
誹
諧
小
柴
垣
丑
８
3,619句
1,250句（
活
門
亭
公
）、
429句（
常
盤
堂
公
）、
314句（
朧
月
堂
公
）、
311句（
柏
吟
堂
公
）、
257
句（
於
蘭
公
）、
250句（
舩
見
組
公
）、
183句（
不
老
堂
公
・
白
砂
軒
公
）、
138句（
大
笑
堂
公
）、
106句（
田
村
丸
公
）、
105句（
瓢
庵
公
）、
85句
（
花
月
堂
公
）、
82句（
輪
月
堂
公
）、
60句（
青
柳
堂
公
）、
49句（
暮
雪
公
）
161
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
46 ‒15
○
30
28
誹
諧
か
ら
こ
ろ
も
丑
12
5,600吟
＋
445吟
副
撰
370＋20
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
横
須
加
活
門
亭（
竹
遊
）、（
追
巻
）
三
州
挙
母
色
か
へ
ぬ
松
や
色
添
ふ
初
し
ぐ
れ
　
竹
遊
　
風
に
は
び
こ
る
葛
の
枯
蔓
　
た
か
○
31
29
誹
諧
を
の
こ
ろ
島
寅
２
下
5,002吟
1,550句（
亀
翁
公
）、
719句（
柏
吟
堂
公
）、
655
句（
玉
龍
館
公
）、
522句（
白
砂
軒
公
）、
259句
（
於
蘭
公
）、
201句（
掬
月
堂
公
）、
175句（
梅
枝
堂
・
指
月
堂
公
）、
141句（
扇
賀
堂
公
）、
136句
（
舟
見
組
公
）、
113句（
白
水
堂
公
）、
101句（
田
村
丸
公
）、
80句（
輪
月
堂
公
）、
80句（
古
城
公
）、
79句（
常
盤
堂
公
）、
72句（
青
柳
堂
公
）、
64句
（
哥
ト
公
）、
30句（
朱
三
公
）、
25句（
村
上
舎
公
）
240
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
46 ‒15
○
32
30
誹
諧
を
し
ほ
山
丑
12、
別
巻
寅
３
下
1,692句
＋
別
巻
合
257
句
114＋14
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
尾
名
古
屋
桂
百
堂
○
33
31
誹
諧
墨
画
の
橋
寅
５
上
2,100吟
86
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
横
須
加
柳
巴
○
34
32
誹
諧
延
寿
客
寅
５
下
2,136吟
95
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
寺
本
邑
玉
龍
館
○
35
33
誹
諧
国
の
礎
寅
７
下
1,910句
＋
別
巻
共
合
2,565吟
交
撰
149
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
名
古
屋
桂
百
堂
○
36
34
誹
諧
時
津
風
寅
10上
5,177吟
（
5,167?）
1,160句（
今
川
堂
公
）、
911句（
白
水
堂
公
）、
905句（
一
扇
舎
公
）、
518句（
青
柳
堂
公
）、
500
句（
柏
吟
堂
公
）、
220句（
一
川
流
公
）、
201句
（
花
月
堂
公
）、
144句（
寿
川
堂
公
）、
135句（
白
砂
軒
公
）、
120句（
凉
風
軒
公
）、
101句（
田
村
丸
公
）、
100句（
掬
月
堂
公
）、
80句（
村
上
舎
公
）、
50句（
一
盃
公
）、
22句（
燈
明
堂
公
）
216＋38
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
＋
別
撰
　
尾
下
一
色
一
扇
舎
「
別
撰
　
尾
下
一
色
一
扇
舎
巻
」の
後
に「
末
番
附
略
ス
」と
あ
り
○
37
35
誹
諧
は
な
の
か
け
寅
12下
2,076吟
104
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
大
野
今
川
堂
○
冨　田　和　子
二
八
38
36
誹
諧
露
の
台
卯
２
下
4,239吟
100＋８
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
横
須
加
百
叶
堂
、（
追
加
）遠
州
金
指
可
盃
堂
○
39
37
誹
諧
ふ
た
柱
卯
３
中
4,002吟
1,009句（
玉
龍
館
公
）、
812句（
掬
月
堂
公
）、
427句（
寿
川
堂
・
イ
ロ
ハ
公
）、
300句（
白
水
堂
公
）、
261句（
柏
吟
堂
公
）、
245句（
涼
風
軒
公
）、
245句（
可
盃
堂
公
）、
200句（
自
笑
堂
公
）、
154
句（
林
月
堂
公
）、
101句（
村
上
舎
公
）、
100句
（
田
村
丸
公
）、
80句（
風
柳
堂
公
）、
68句（
白
砂
軒
公
）
200
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
46 ‒15
○
40
38
誹
諧
も
し
ほ
草
卯
６
下
1,174吟
66
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
三
平
藪
青
柳
舎
奉
納
天
満
宮
　
景
す
こ
し
松
や
千
本
の
青
幣
　
桃
花
亭
九
拝
○
41
39
誹
諧
笠
の
雪
卯
８
上
1,766吟
＋
159句
巻
交
撰
130
会
林
か
し
く
三
州
お
高
評
尾
名
古
屋
桂
百
堂
、
蟹
田
○
42
40
誹
諧
法
の
花
寅
11中
卯
８
中
2,692吟
1,030句（
寿
川
堂
・
イ
ロ
ハ
公
）、
628句（
亀
翁
公
）、
245句（
林
月
堂
公
）、
219句（
可
盃
堂
公
）、
150句（
柏
吟
堂
公
）、
109句（
吾
券
庵
公
）、
100
句（
鳥
居
連
公
）、
82句（
田
村
丸
公
）、
66句（
白
砂
軒
公
）、
63句（
百
川
舎
公
）
138
三
州
お
高
撰
○
43
41
誹
諧
松
の
風
甲
辰
２
上
〔
天
明
４
（
1784）〕
3,501吟
（
2,959?）
866句（
可
盃
堂
様
）、
401句（
村
雨
様
）、
302句
（
掬
月
堂
様
）、
300句（
青
柳
舎
様
）、
212句（
田
村
丸
様
）、
200句（
寿
川
堂
様
）、
183句（
小
槌
堂
様
）、
162句（
白
水
堂
様
）、
117句（
好
述
・
好
文
堂
様
）、
95句（
柏
吟
堂
様
）、
61句（
風
堂
様
）、
60句（
イ
ロ
ハ
様
）
168
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
こ
れ
以
降
「
甲
辰
」
な
ど
年
号
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
13 ‒11
「
俳
諧
重
ね
扇
」
付
言
20 ‒8
44
42
誹
諧
人
形
筥
申
11中
710余
吟
45
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
三
州
中
村
梅
坂
堂
20 ‒8
45
43
誹
諧
ち
ゑ
の
珠
己
酉
12中
〔
寛
政
１
（
1789）〕
1,773吟
117
会
林
か
し
く
三
州
桃
花
亭
撰
20 ‒8
46
44
誹
諧
川
や
し
ろ
庚
戌
３
下
〔
寛
政
２
（
1790）〕
1,890吟
103
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
13 ‒11
47
45
誹
諧
冬
の
宴
寛
政
二
戌
６
下（
1790）
824吟
＋
外
160吟
交
撰
55
会
林
か
し
く
三
州
お
高
撰
遠
州
浜
松
玉
壺
斉
・（
外
）
三
州
寺
領
咊
仙
堂
巻
遠
州
浜
松
玉
壺
斉
巻
・
外
三
州
寺
領
咊
仙
堂
巻
交
撰
20 ‒8
48
46
や
ま
か
つ
ら
天
明
中
番
外
誹
諧
八
重
垣
辰
12上（
文
化
五
と
書
込
み
）
5,010余
吟
250
会
林
か
し
く
三
州
後
お
高
撰
尾
矢
口
梅
二
・
三
犬
ヶ
坪
満
梅
尾
矢
口
梅
二
・
三
犬
ヶ
坪
満
梅
丈
合
巻
※
『
誹
諧
あ
か
ね
う
ら
』
安
永
中
（
８
月
上
旬
）
桃
華
亭
於
高
撰
の
点
帖
。
311句
。
ヨ
コ
ス
カ
丸
柳
。
未
刊
雑
俳
資
料
13期
10所
収
。
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
二
九
表
２
　
主
要
取
次
一
覧
通
番
所
在
地
巻
末
記
載
の
取
次
名
披
き
時
の
干
支
辰
辰
巳
巳
未
未
未
未
未
未
未
未
申
申
申
申
申
酉
酉
酉
酉
酉
戌
戌
丑
丑
丑
丑
寅
寅
寅
寅
卯
卯
卯
寅卯
辰
〈
表
１〉書
名
一
覧
通
番
1
②
3
4
⑦
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
34
36
37
38
39
40
42
43
◎
数
○
数
合
計
備
考
1
尾
藤
江（
東
浦
町
）
梅
樹
軒
1・
2・
3・
9・
10・
14・
15・
24・
26
◎
○
◎
○
○
◎巻
○
巻
○
○
3
6
9
2
三
高
濱（
高
浜
市
）
完
々
堂
1
◎
1
0
1
3
三
高
濱（
高
浜
市
）
志
夕
1
◎
1
0
1
4
三
吉
田（
豊
橋
市
）
花
火
組
1
◎
1
0
1
5
三
福
釜（
安
城
市
）
花
月
堂
2・
3・
10・
14・
15・
19・
22・
23・
25・
29・
36
○
◎
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
2
9
11
6
三
小
垣
江（
刈
谷
市
）
松
露
堂
2・
3
○
◎
1
1
2
7
寛
尓
堂
2
○
0
1
1
8
三
濱
尾（
碧
南
市
）
丸
十
組
3・
10・
11・
14・
15
◎
○
◎巻
◎
○
3
2
5
9
三
高
川
原（
西
尾
市
）
田
藤
軒
3
◎
1
0
1
10
尾
横
須
賀（
東
海
市
）
遊
梅
舎
9・
10・
12・
14
巻
巻
○
○
◎巻
1
2
3
11
三
藤
井（
安
城
・西
尾
）
朧
組
9・
10・
19
○巻
○
○
0
3
3
12
三
下
一
色（
鳳
来
町
）
お
蘭
（
於
蘭
）
9・
14・
15・
19・
22・
24・
26・
29・
31
○
◎
○
○
○
○
○巻
○
○
1
8
9
13
三
挙
母（
豊
田
市
）
鳳
楼
舎
9
○
0
1
1
14
三
刈
谷（
刈
谷
市
）
鼓
鶏
堂
10・
11・
12
○
◎
◎
2
1
3
15
尾
稲
生（
名
古
屋
市
西
区
）
里
夕
庵
10・
11・
14・
15
○
◎
◎
○
2
2
4
16
遠
浜
松（
浜
松
市
）
周
南
堂
10・
11・
15
○
◎
○
1
2
3
17
三
高
浜（
高
浜
市
）
女
郎
花
10・
11
○
◎
1
1
2
18
江
高
宮（
彦
根
市
）
石
寿
10・
11
○
◎
1
1
2
14の
跋
文
に
江
州
19
三
吉
田（
豊
橋
市
）
田
村
丸
（
田
邑
丸
）
10・
14・
15・
19・
22・
23・
25・
26・
29・
31・
36・
39・
42・
43
○
◎
○
○
○
○巻
○
○
○
○
○
○
○
○
1
13
14
20
三
高
浜（
高
浜
市
）
舩
見
組
（
舟
見
組
）
10・
29・
31
○巻
○
○
0
3
3
21
尾
村
木（
東
浦
町
）
木
邑
堂
10
○
0
1
1
22
三
若
林（
豊
田
市
）
斛
泉
堂
10・
11・
14・
15・
19
○
◎
◎
○
○
2
3
5
23
信
松
本（
松
本
市
）
鳳
来
堂
10
○
0
1
1
14の
跋
文
に
信
州
24
信
松
本（
松
本
市
）
蓬
莱
堂
11
◎
1
0
1
25
三
形
ノ
原（
蒲
郡
市
）
大
船
堂
11
◎
1
0
1
26
三
棚
尾（
碧
南
市
）
八
橋
堂
12
巻
◎
1
0
1
27
尾
戸
田（
名
古
屋
市
中
川
区
）
一
昌
堂
14・
15・
19・
22・
23
◎
○
○
○
○
1
4
5
28
三
刈
谷（
刈
谷
市
）
林
泉
舎
14・
15・
19・
22
◎
○巻
○
○
1
3
4
29
三
矢
作（
安
城
・
岡
崎
）
大
橋
堂
14・
15
◎
○
1
1
2
冨　田　和　子
三
〇
30
三
寺
本（
知
多
市
）
玉
竜
館
（
玉
龍
館
）
14・
22・
31・
39
巻
◎
巻
巻
○
○
巻
○
1
3
4
31
尾
蟹
江（
蟹
江
町
）
栄
亀
堂
14
◎
1
0
1
32
尾
蟹
江（
蟹
江
町
）
榮
亀
15・
19
○
○
巻
0
2
2
33
三
徳
次（
西
尾
市
）
自
賎
堂
14
◎
1
0
1
34
三
西
尾（
西
尾
市
）
浮
橋
14
◎
1
0
1
35
尾
名
古
屋（
名
古
屋
市
）
吉
日
堂
（
吉
月
堂
）
15・
19・
22・
24
○
○
○
○
0
4
4
36
三
米
津（
西
尾
市
）
寿
川
堂
15・
19・
23・
24・
25・
26・
36・
39・
42・
43
○
巻
○
○
○
○
○
○
○
○
○
0
10
10
37
三
成
岩（
半
田
市
）
亀
翁
15・
19・
24・
31・
42
○
○
○
○
○
0
5
5
38
三
吉
田（
豊
橋
市
）
振
袖
組
15
○
0
1
1
39
吉
田（
豊
橋
市
）
酢
吸
堂
19・
22・
23・
24
○
○
○
○
0
4
4
40
遠
浜
松（
浜
松
市
）
初
音
堂
19
○
0
1
1
41
駿
江
尻（
清
水
市
）
青
竜
19
○
0
1
1
42
三
高
浜（
高
浜
市
）
い
そ
浪
22・
23
○
○
0
2
2
43
尾
冨
永（
名
古
屋
市
中
川
区
）
興
慶
堂
22
○
0
1
1
44
尾
蟹
江（
蟹
江
町
）
五
律
22
○
0
1
1
45
三
野
田（
刈
谷
市
）
遊
舩
堂
22・
23・
24
○
○
○
0
3
3
46
尾
名
古
屋（
名
古
屋
市
）
一
川
流
24・
25・
26・
36
○
○
○
○
0
4
4
47
三
犬
ヶ
坪（
刈
谷
市
）
梅
林
堂
24
○
0
1
1
48
遠
二
股（
天
竜
市
）
古
城
24・
25・
26・
31
○
○
○
○
0
4
4
49
尾
神
尾（
津
島
市
）
平
話
巣
24
○
0
1
1
50
尾
今
村（
瀬
戸
市
？
　
尾
西
市
？
　
稲
沢
市
？
）
千
丈
軒
24
○
0
1
1
51
三
挙
母（
豊
田
市
）
不
明
25・
26
○
○
0
2
2
52
三
中
畑（
西
尾
市
）
遊
月
堂
25・
26
○
○
0
2
2
53
二
川（
豊
橋
市
）
亀
見
館
25
○
0
1
1
54
高
浜（
高
浜
市
）
子
供
組
25
○
0
1
1
55
定
国（
岡
崎
市
）
清
風
堂
25
○
0
1
1
56
尾
蟹
江（
蟹
江
町
）
帰
帆
26
○
0
1
1
57
三
平
古（
豊
田
市
）
研
川
堂
26
○
0
1
1
58
三
大
野（
鳳
来
町
）
白
砂
軒
29・
31・
36・
39・
42
○
○
○
○
○
0
5
5
59
小
野（
鳳
来
町
）
青
柳
堂
29・
31・
36
○
○
○
0
3
3
60
遠
浜
松（
浜
松
市
）
柏
吟
堂
29・
31・
36・
39・
42・
43
○
○
○
○
○
○
0
6
6
61
遠
浜
松（
浜
松
市
）
常
盤
堂
29・
31
○
○
0
2
2
62
熊
村（
刈
谷
市
）
輪
月
堂
29・
31
○
○
0
2
2
63
尾
横
須
加（
東
海
市
）
活
門
亭
29
巻
○
巻
0
1
1
64
尾
春
田（
名
古
屋
市
中
川
区
）
大
笑
堂
29
○
0
1
1
65
尾
半
田（
半
田
市
）
瓢
庵
29
○
0
1
1
66
三
松
平（
豊
田
市
）
不
老
堂
29
○
0
1
1
67
平
野（
名
古
屋
市
中
村
区
？
　
稲
沢
市
？
）
暮
雪
29
○
0
1
1
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
三
一
通
番
所
在
地
巻
末
記
載
の
取
次
名
披
き
時
の
干
支
辰
辰
巳
巳
未
未
未
未
未
未
未
未
申
申
申
申
申
酉
酉
酉
酉
酉
戌
戌
丑
丑
丑
丑
寅
寅
寅
寅
卯
卯
卯
寅卯
辰
〈
表
１〉書
名
一
覧
通
番
1
②
3
4
⑦
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
34
36
37
38
39
40
42
43
◎
数
○
数
合
計
備
考
68
三
挙
母（
豊
田
市
）
朧
月
堂
29
○
0
1
1
69
三
高
棚（
安
城
市
）
掬
月
堂
31・
36・
39・
43
○
○
○
○
0
4
4
70
高
浜（
高
浜
市
）
村
上
舎
31・
36・
39
○
○
○
0
3
3
71
尾
泉
田（
刈
谷
市
？
）
白
水
堂
31・
36・
39・
43
○
○
○
○
0
4
4
72
三
野
田（
刈
谷
市
）
指
月
堂
31
○
0
1
1
73
森
町
朱
三
31
○
0
1
1
74
福
田（
名
古
屋
市
港
区
）
扇
賀
堂
31
○
0
1
1
75
三
野
田（
刈
谷
市
）
梅
枝
堂
31
○
0
1
1
76
名
古
屋（
名
古
屋
市
）
哥
ト
31
○
0
1
1
77
尾
下
一
色（
立
田
村
）
一
扇
舎
36
○巻
0
1
1
78
高
浜（
高
浜
市
）
一
盃
36
○
0
1
1
79
尾
大
野（
鳳
来
町
）
今
川
堂
36
○
巻
0
1
1
80
三
前
芝（
豊
橋
市
）
燈
明
堂
36
○
0
1
1
81
尾
名
古
屋（
名
古
屋
市
）
凉
風
軒
36・
39
巻
○
○
0
2
2
82
三
西
ノ
町（
豊
田
市
）
イ
ロ
ハ
39･42･43
○
○
○
0
3
3
83
遠
州
金
指（
引
佐
町
）
可
盃
堂
39･42･43
追巻
○
○
○
0
3
3
84
尾
中
郷（
名
古
屋
市
中
川
区
）
林
月
堂
39･42
○
○
0
2
2
85
三
平
坂（
西
尾
市
）
自
笑
堂
39
○
0
1
1
86
遠
西
川（
豊
橋
市
？
）
風
柳
堂
39
○
0
1
1
87
三
本
郷（
岡
崎
市
）
吾
券
庵
42
○
0
1
1
88
遠
一
ノ
宮
鳥
居
連
42
○
0
1
1
89
三
小
垣
江（
刈
谷
市
）
百
川
舎
42
○
0
1
1
90
三
本
郷（
岡
崎
市
）
好
文
堂
43
○
0
1
1
91
三
本
郷（
岡
崎
市
）
好
述
43
○
0
1
1
92
尾
打
出（
名
古
屋
市
中
川
区
）
小
槌
堂
43
○
0
1
1
93
三
平
藪
青
柳
舎
43
巻
○
0
1
1
94
三
本
郷（
岡
崎
市
）
村
雨
43
○
0
1
1
95
風
堂
43
○
0
1
1
◎
数
4
0
5
0
0
9
3
14
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
35
○
数
0
4
0
5
15
0
0
0
16
14
13
7
12
10
10
15
19
15
14
11
13
193
合
計
4
4
5
0
0
0
5
15
9
3
0
14
16
0
0
0
14
0
0
13
7
12
10
10
0
0
15
0
19
0
15
0
0
14
0
11
13
228
＝
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
。4・
7・
8・
10～
12
＝
年
号
の
わ
か
っ
て
い
る
も
の
。
　
13・
14（
未
閏
12）安
永
4（
1775）、43（
甲
辰
2上
）天
明
4（
1784）
＝「
空
」の
部
あ
り
。13～
17・
19～
22・
24～
26
所
在
地
欄
の
斜
体
の
地
名
は
掲
載
句
か
ら
補
っ
た
地
名
。
〈
表
１
〉書
名
一
覧
通
番
10・
11・
43（
斜
体
）は
原
本（
写
真
）未
見
。未
刊
雑
俳
資
料
に
よ
る
。
◎
＝
取
次
の
所
在
地
名
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
。
○
＝
取
次
名
の
み
記
載
さ
れ
た
も
の
。
○
そ
の
他
の
巻
の
巻
元
所
在
地
巻
元
名
〈
表
１
〉通
番
他
所
在
地
巻
元
名
〈
表
１
〉通
番
他
三
高
浜
千
帋（
す
ゝ
め
く
み
）
5の
巻
末
に
句
。巻
頭
句
に
所
在
地
三
州
中
村（
知
立
？
岡
崎
？
豊
田
？
）
梅
坂
堂
 44で
巻
元
半
田
永
楽
堂
 
16で
追
巻
の
巻
元
遠
州
浜
松
玉
壺
斉
47で
巻
元
尾
名
古
屋
桂
百
堂
  
32・
35・
41で
巻
元
三
州
寺
領（
安
城
市
）
咊
仙
堂
47で
巻
元
尾
横
須
加
柳
巴
  
33で
巻
元
高
濱
孤
松
亭
 49で
巻
元
尾
横
須
加
百
叶
堂
38で
巻
元
横
須
か
柳
門
下
 50で
巻
元
冨　田　和　子
三
二
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
三
三
　
作
成
し
た
二
つ
の
表
か
ら
窺
え
る
お
高
撰
俳
諧
会
所
本
の
特
徴
と
配
列
を
見
て
い
く
。
な
お
、
書
名
は
、
主
に
〈
表
1
〉
左
端
の
通
番
を
利
用
し
て
、
書
名
を
省
略
し
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
ま
ず
、〈
表
1
〉
か
ら
、
題
に
「
は
い
か
い
」
と
平
仮
名
で
角
書
す
る
も
の
は
、
安
永
元
年
と
推
定
さ
れ
る
１
・
②
、
翌
年
の
3
の
三
編
で
あ
る
。
以
後
は
「
誹
諧
」
と
漢
字
を
使
う
よ
う
に
な
る
。
　
次
に
、「
巻
末
記
載
の
主
要
取
次
と
集
句
数
（
Ｂ
）」
欄
で
、
末
尾
の
「
公
」
な
ど
の
敬
称
を
み
る
と
、
②
以
外
は
記
載
が
あ
る
。
同
じ
「
辰
年
12
月
披
露
」
で
も
、
1
に
は
あ
る
が
②
に
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
こ
の
頃
か
ら
特
に
会
所
の
存
在
を
意
識
し
、
本
格
的
に
点
者
活
動
を
始
め
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
更
に
、
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
彫
刻
と
あ
る
も
の
は
、
４
・
７
・
８
・
10
〜
12
、
選
句
の
評
に
「
空
」
の
部
が
あ
る
も
の
は
、
13
〜
17
・
19
〜
22
・
24
〜
26
と
い
う
よ
う
に
同
じ
特
徴
を
も
つ
会
所
本
が
か
た
ま
っ
て
続
い
て
い
る
。
　
ま
た
、
巻
元
へ
の
挨
拶
で
あ
る
巻
末
の
添
句
は
、
31
頃
か
ら
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
お
高
撰
の
人
気
が
一
層
高
ま
り
、
集
句
数
が
増
え
て
忙
し
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で
多
い
時
で
も
18
の
三
千
三
百
十
余
句
で
あ
っ
た
集
句
数
が
、
30
・
31
・
36
の
よ
う
に
五
千
句
を
超
え
る
興
行
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
次
に
、〈
表
２
〉
か
ら
、
取
次
の
参
加
傾
向
を
窺
う
と
、
は
じ
め
に
1
の
梅
樹
軒
（
東
浦
町
）、
5
の
花
月
堂
（
安
城
市
）
の
よ
う
に
当
初
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
句
を
集
め
た
取
次
が
あ
り
、〈
表
2
〉
を
下
に
み
て
行
く
と
、
12
の
お
蘭
（
鳳
来
町
）、
19
の
田
村
丸
（
豊
橋
市
）、
30
の
玉
竜
館
（
知
多
市
）、
36
の
寿
川
堂
（
西
尾
市
）、
60
の
柏
吟
堂
（
浜
松
市
）
と
、
長
く
付
き
合
う
主
要
な
取
次
が
次
第
に
増
え
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
　
つ
ま
り
、
鈴
木
氏
の
四
六
部
の
配
列
順
は
妥
当
で
あ
り
、「
は
い
か
い
」
と
平
仮
名
で
角
書
す
る
49
「
正
月
集
」、
50
「
百
戦
も
の
語
」
は
初
期
の
撰
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、〈
表
１
〉
で
、
49
・
50
を
３
と
４
の
間
に
配
置
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
　
他
に
こ
こ
で
着
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、〈
表
1
〉
に
挙
げ
た
36
に
「
末
番
附
略
ス
」
と
あ
り
、
末
番
句
（
好
色
句
）
を
掲
載
し
な
い
と
断
り
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
で
も
撰
句
順
位
が
飛
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り
、
次
に
示
す
と
お
り
、
五
十
巻
中
、
十
五
巻
で
、
興
行
時
の
詠
み
捨
て
に
さ
れ
る
よ
う
な
末
番
句
が
高
点
句
に
と
れ
ら
た
こ
と
が
窺
え
る
。
　
撰
句
順
位
の
飛
ん
で
い
る
も
の
の
、
上
位
十
一
句
の
状
況
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
書
名
通
番
撰
句
順
位
17
巻
頭
・
三
・
六
・（
間
に
二
句
）・
十
一
20
巻
頭
・
三
・
六
・
十
一
28
巻
頭
・
三
・
六
・
七
・
十
一
32
巻
頭
・
三
・（
間
に
一
句
）・
六
・（
間
に
一
句
）・
十
一
35
巻
頭
・（
間
に
三
句
）・
六
・（
間
に
四
句
）・
十
一
36
巻
頭
（
二
句
）・
三
（
二
句
）・（
間
に
一
句
）・
六
（
二
句
）・
（
間
に
三
句
）・
十
37
巻
頭
・
三
・
五
・（
間
に
五
句
）・
十
一
40
巻
頭
・
四
・
六
・
十
一
41
巻
頭
・
三
・
五
・（
間
に
三
句
）・
十
一
42
巻
頭
・
三
・（
間
に
一
句
）・
六
・（
間
に
三
句
）・
十
一
43
・
44
巻
頭
・（
間
に
三
句
）・
六
・（
間
に
四
句
）・
十
一
45
巻
頭
・
六
・
十
一
46
巻
頭
・
三
・（
間
に
一
句
）・
六
・（
間
に
三
句
）・
十
一
47
巻
頭
・
五
・（
間
に
二
句
）・
十
一
冨　田　和　子
三
四
　
特
に
、
二
句
目
と
四
句
目
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
末
番
句
は
こ
こ
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
狂
俳
で
、「
二
・
四
・
六
の
句
は
柔
ら
か
い
句
を
置
く
」
と
い
っ
た
撰
句
基
準
が
つ
た
わ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
当
時
、
す
で
に
俳
諧
式
目
と
は
一
味
違
っ
た
撰
句
基
準
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
、
興
味
深
い
。
ま 
と 
め
　
早
く
か
ら
俳
諧
師
を
志
し
た
職
業
俳
諧
師
で
あ
る
樗
良
・
曉
台
に
対
し
て
、
お
高
は
い
わ
ゆ
る
「
旦
那
芸
」
の
点
者
で
あ
る
。
と
か
く
「
旦
那
芸
」
と
い
う
と
軽
く
み
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
安
田
文
吉
氏
は
、
近
世
期
に
お
け
る
「
旦
那
芸
」
は
、
そ
れ
ま
で
大
名
の
も
の
で
あ
っ
た
文
芸
が
町
人
の
も
の
に
な
っ
た
証
で
あ
り
、「
旦
那
芸
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
）
7
（
る
。
　
そ
の
よ
う
な
お
高
が
本
格
的
に
点
者
活
動
を
始
め
た
の
は
、
1
「
は
い
か
い 
角
文
字
」・
②
「
は
い
か
い 
み
ど
り
の
衣
」
の
披
露
の
あ
っ
た
安
永
元
年
頃
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
題
に
「
は
い
か
い
」
と
平
仮
名
で
角
書
す
る
も
の
は
そ
の
安
永
元
年
頃
だ
け
で
、
そ
れ
以
後
は
「
誹
諧
」
と
漢
字
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
、
お
高
撰
の
俳
諧
会
所
本
の
特
徴
の
一
つ
が
窺
え
た
。
　
そ
し
て
、
当
時
、
す
で
に
俳
諧
式
目
と
は
一
味
違
っ
た
撰
句
基
準
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。
こ
れ
は
現
代
の
狂
俳
で
重
視
さ
れ
る
撰
句
基
準
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
こ
で
、
お
高
評
49
「
は
い
か
い 
正
月
集
」、
50
「
は
い
か
い 
百
戦
も
の
語
」
を
翻
刻
す
る
。
　
な
お
、
名
古
屋
本
町
角
屋
庄
蔵
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
書
誌
○
『
は
い
か
い 
正
月
集
』
　
二
五
・
一
×
一
七
・
五
糎
。
墨
付
二
五
丁
（
表
紙
共
）、
共
表
紙
、
白
紙
四
丁
、
全
二
九
丁
。
　
複
数
の
俳
諧
会
所
本
の
書
抜
き
で
、「
は
い
か
い 
正
月
集
」「
は
い
か
い 
百
戦
も
の
語
」
（
以
上
、
お
高
評
）、
無
題
（
旡
一
坊
評
）、「
俳
諧
む
か
し
扇
」（
濃
州　
陽
臺
評
）、「
は
い
か
い 
貢
も
の
」（
三
陽　
桜
木
庵
評
）、
無
題
（
不
明
）、
無
題
、「
奉
納
取
」「
奉
納
六
ヶ
所
」（
以
上
、
勢　
随
風
舎
志
柳
撰
）
を
収
載
す
る
。
上
位
句
を
書
写
す
る
が
、
作
者
名
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
本
書
名
は
、
最
初
に
書
写
し
た
会
所
本
の
書
名
に
よ
る
。
　
題
中
の
△
（
笠
付
）
は
、
五
文
字
目
（
笠
題
の
下
）
に
作
者
が
「
て
に
を
は
」
を
加
え
る
伊
勢
笠
付
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
　
安
城
市　
吉
沢
義
夫
氏
蔵
本
凡
例
　
翻
刻
に
あ
た
り
、
読
解
の
便
を
は
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。
　
１
、
濁
点
、
凡
例
に
句
読
点
を
施
し
た
。
た
だ
し
、
底
本
に
あ
る
も
の
と
、
恣
意
に
施
し
た
も
の
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。
　
２
、
異
体
字
を
含
め
て
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
例
外
も
あ
る
。
　
３
、
慣
用
・
誤
用
の
漢
字
や
か
な
づ
か
い
は
、
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
　
４
、
校
者
の
注
は
（　
）
に
入
れ
、
又
は
＊
印
で
示
し
、
本
文
中
に
加
え
た
。
　
５
、
会
所
本
に
は
な
い
と
思
わ
れ
る
見
消
（
二
箇
所
）
は
省
略
し
た
。
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
三
五
○
『
は
い
か
い 
正
月
集
』
　
　
　
　
　
　
　
高
浜
弧
松
亭
巻
　
　
　
　
　
　
　
句
数
七
百
余
吟
は
い
か
い 
正
月
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
高
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
紙
」
　
　
　
酒
瓶　
　
　
安
も
の　
　
　
　
皮
財
布
　
　
　
よ
ろ
つ
き　
箱
入　
　
　
　
　
大
晦
　
　
　
や
あ
〳
　〵
宮
上
ヶ　
　
　
　
　
沓
に
も
　
　
　
破
れ
た　
　
仕
出
し
た
句　
百　
　
　
　
　
　
　
　
置
ぬ
棚
を
ば
捜
し
社
す
れ
　
モ
テ
モ　
　
　
　
　
　
　
扨
も
や
れ
〳
〵
　
タ
ム
ト　
　
　
　
　
　
　
独
く
ら
し
て
〳
〵
　
ツ
イ
テ　
　
　
　
　
　
　
恋
の
計
略
〳
〵
袋
に
い
れ
る
物　
　
　
は
り
上
て
天
井
な
し
に
張
上
げ
て
蒔
ち
ら
す　
　
　
　
　
　
　
百
も
弐
百
も
〳
〵
ツ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
に
合
ぬ
事
〳
〵
　
手
を
打
て
か
ら
は　
　
　
実
も
実
也
〳
〵
　
持
せ
て
は
置
ぬ　
　
　
　
千
鳥
鳴
也
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
返
し
」
　
　
　
巻
頭
　
独　
　
よ
み
捨
の
草
紙
に
声
や
筆
津
虫 
＊
筆
津
虫
＝
蟋
蟀
の
異
名
。
　
恋　
　
張
良
の
筆
そ
へ
て
後
家
に
直
ス
下
駄
　
△　
　
箱
入
に
鳥
羽
の
離
宮
へ
内
裏
雛
　
扨　
　
問
ふ
程
の
友
は
娵
入
て
斉
院
下
り
　
ハ　
　
花
鳥
並
居
給
ふ
御
離
　
　
　
　
百
し
ほ
も
千
し
ほ
も
染
て
紅
葉
か
る
　
△　
　
よ
ろ
つ
き
の
肩
か
ら
散
や
山
桜
　
〃　
　
箱
入
の
娘
大
赦
よ
弥
生
山
　
ツ
キ　
持
せ
て
は
置
ぬ
一
日
の
永
平
寺
　
〃　
　
持
た
せ
て
は
置
ぬ
三
日
の
天
が
下
　
置　
　
薪
迄
新
に
伐
て
雪
の
宿
　
△　
　
よ
ろ
つ
き
た
鹿
拗
（
ひ
ね
く
れ
）し
奈
良
の
町
　
〃　
　
破
れ
た
る
霧
や
無
事
で
帰
る
雁
　
●　
　
大
晦
か
け
と
り
ゐ
た
る
弓
上
手
　
　
　
　
た
ら
ち
め
の
胸
迄
痛
ム
十
月
腹　
　
　
　
　
　
　
　
一
オ
」
　
△　
　
よ
ろ
つ
き
て
葉
の
力（りき
み
）味よ
し
雨
の
蓮
　
蒔　
　
間
の
山
惣
下
座
を
す
る
江
戸
講
中
　
△　
　
や
あ
〳
〵
と
煤
掃
招
く
鼠
狩
り
　
千　
　
荒アレ
磯
の
一
し
ほ
寒
し
入
る
月
　
△　
　
破
れ
た
る
障
子
誉
け
り
梅
の
風
　
独　
　
持
せ
て
は
置
ぬ
狸
に
荒
る
寺
　
△　
　
や
あ
〳
〵
が
つ
い
呼
び
込
ン
だ
武
者
修
行
　
恋　
　
す
き
紙
で
梅
花
の
香
る
中
敷
居
　
間　
　
白
い
手
の
手
伝
い
も
有
お
く
れ
秋
　
蒔　
　
軍
勢
も
只
取
る
気
持
チ
銭
の
占
　
沓　
　
南
鐐
が
出
来
て
派
の
き
く
皮
財
布
　
　
＊
南
鐐
＝
二
朱
銀
の
異
称
。
二
枚
で
一
分
（
い
ち
ぶ
）、
八
枚
で
一
両
。
　
△　
　
破
れ
た
か
草
履
拾
て
女
郎
買
　
〃　
　
仕
出
し
た
を
古
今
へ
餝
る
江
戸
錦
　
〃　
　
破
れ
た
る
塀
か
ら
人
目
忍
ぶ
摺
　
〃　
　
よ
ろ
つ
き
も
三
年
坂
に
醒
る
酔　
　
　
　
　
　
　
　
一
ウ
」
冨　田　和　子
三
六
　
●　
　
大
晦
と
し
ご
も
り
す
る
前
後
　
△　
　
安
物
で
は
る
を
請
合
ふ
炮
六
屋
　
袋　
　
袖
乞
の
ふ
り
も
後
に
は
乞
食
染
　
ヲ
カ　
飴
売
が
来
る
と
子
供
の
針
詮
義
　
百
モ　
夕
暮
を
灯
ス
三
ツ
井
の
は
れ
が
ま
し
　
ハ 
軸 
田
唄
勇
ま
し
続
く
豊
年
　
　
　
　
　
　
撰
句
三
十
六
章
　
　
頭
　
郡　
　
捨
る
せ
を
ま
た
宮
替
す
松
が
岡
　
△　
　
蝶
鳥
も
糸
竹
に
飛
ぶ
花
の
里
　
　
＊
糸
竹
＝
（「
糸
」
は
琴
、
三
味
線
な
ど
の
弦
楽
器
、「
竹
」
は
笛
な
ど
の
管
楽
器
）
①
和
楽
器
の
総
称
。
②
音
楽
。
　
〃　
　
し
る
人
ぞ
知
る
乞
食
に
御
衣
一
重
　
巻　
　
卯
の
花
も
雪
と
な
が
め
て
青
簾
　
△　
　
ま
つ
黒
に
池
水
治
す
白
髪
首
　
五　
　
小
西
が
武
略
煙
い
清
正
　
△　
　
ま
つ
黒
な
弁
財
天
や
古
雛
　
句
ヤ　
娘
へ
も
ゆ
か
り
の
色
の
藤
見
客　
　
　
　
　
　
　
　
二
オ
」
　
△　
　
蝶
鳥
や
傘
（
か
ら
か
さ
）干
せ
ば
嬉
し
が
り
　
ツ
キ　
賑
合
に
つ
れ
て
干
鮭
大
明
神
　
△　
　
二
世
迄
毛
鬢
の
て
ゐ
る
象
牙
櫛
　
文　
　
衣
類
迄
ま
め
で
ゐ
る
か
と
里
の
母
　
△　
　
畑
主
の
我
物
顔
や
舞
雲
雀
　
五　
　
僧
正
が
谷
の
草
木
は
寝
つ
起
つ
　
集　
　
前
は
海
後
は
山
を
頼
み
に
て
　
豆　
　
駕
（
か
ご
か
き
）
舁
に
落
て
も
や
め
ぬ
廓
（
さ
と
）通
い
　
△　
　
神
か
け
て
と
は
手
の
物
よ
神（み
こ
）子
の
文
　
〃　
　
し
る
人
ぞ
知
る
し
る
人
が
く
れ
し
梅
　
正　
　
関
所
を
腰
に
つ
け
し
螺
貝
　
宮　
　
笠
寺
で
丁
度
合
羽
が
入
て
来
た
　
△　
　
知
る
人
に
逢
し
も
夢
か
宇
津
の
山
　
〃　
　
ま
つ
黒
な
手
は
糸
脈
で
見
た
か
ろ
ふ
　
　
＊ 
糸
脈
で
見
る
＝
糸
脈
は
糸
を
用
い
て
間
接
的
に
脈
を
は
か
る
診
察
法
の
一
つ
。
こ
こ
は
、
相
手
の
心
を
は
か
る
、
気
を
引
く
と
い
っ
た
意
。
　
〃　
　
二
世
迄
と
言
ふ
て
口
元
ふ
い
て
い
る　
　
　
　
　
　
二
ウ
」
　
西　
　
湖
に
稲
の
穂
浪
や
虫
の
秋
　
三　
　
拝
殿
も
子
供
の
春
と
出
来
上
り
　
△　
　
ま
つ
黒
な
森
追
々
に
明
烏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
か
柳
門
下
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
一
千
句
四
百
五
十
吟
は
い
か
い 
百
戦
も
の
語
　
　
　
　
　
　
お
高
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
オ
」
句　
百　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
も
柳
は
柳
也
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
石
じ
ゃ
〳
〵
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
ふ
し
の
事
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
羅
で
櫁
の
香
を
紛
ら
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ
は
ら
〳
〵
〳
〵
直
キ
に
う
れ
る 
物　
　
　
  
格
式
は
知
つ
て
居
れ
共
馴
ぬ
事
唐
め
い
た　
　
　
　
　
　
　
　
仰
の
通
り
肯
く
の
み
也
隠
し
て
仕
舞
ふ　
　
　
　
　
　
い
か
に
も
〳
〵
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
に
〳
〵
と
〳
〵
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
三
七
ツ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
噛
に
言
ふ
て
の
け
る
は
表
向
き
　
真
っ
白
に
成
た　
　
　
　
　
見
て
来
い
〳
〵
〳
〵
　
黒
〳
〵
と
見
へ
る　
　
　
　
子
守
り
さ
す
の
は
お
し
い
も
の
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
暮
る
事
也
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
も
あ
り
沈
む
も
有
て
浮
世
川
　
　
　
茶
筌
髪　
　
　
　
　
　
柴
折
く
べ
る
山
陰
の
店
　
　
　
姉
娘　
　
　
　
　
　
　
立
寄
り
に
け
り
〳
〵
　
　
そ
の
外　
　
　
　
　
　
　
遠
慮
し
て
い
る
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
い
心
に
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
に
す
め
る
君
が
代
の
民　
　
三
ウ
」
　
△　
　
名
目
は
残
る
浮
世
の
伊
達
の
木
戸
　
遠　
　
鍋
売
も
継
に
築
摩
の
祭
り
前
　
冬　
　
万
石
の
使
者
に
か
ぶ
り
を
軽
ふ
振
り
　
△　
　
横
顔
に
別
れ
の
櫛
の
袖
の
露
　
力　
　
杓
に
蝶
舞
ふ
三
つ
の
大
窓
　
△　
　
舩
職
の
夢
や
覚
れ
ば
嶋
の
月
　
〃　
　
捻
付
ん
や
う
に
子
日
の
上
達
部
　
一　
　
傾
く
運
を
胸
に
能
登
殿
　
△　
　
類
な
し
が
都
国
に
曇
る
月
の
眉
　
伽　
　
恋
よ
り
も
無
常
を
包
む
苦
界
の
身
　
力　
　
哥
の
手
引
で
北
面
の
武
士
　
若　
　
借
金
を
潔
く
す
る
祭
り
前
　
△　
　
つ
か
へ
た
る
花
の
浮
巣
や
春
の
雨
　
継　
　
ま
つ
白
に
成
た
一
間
が
富
士
道
者
　
△　
　
世
に
出
た
気
や
生
花
に
室
の
梅　
　
　
　
　
　
　
　
四
オ
」
　
仰　
　
中
宿
で
氏
を
仕
立
る
玉
の
輿
　
冬　
　
綿
入
を
か
さ
ね
て
出
て
は
色
娘
　
立　
　
寺
参
り
足
元
軽
く
後
家
の
門
　
ツ
キ　
黒
〳
〵
と
見
へ
る
愛
宕
の
お
け
し
髪
　
遠　
　
雪
と
鷺
同
じ
白
さ
も
後
の
母
　
ツ
キ　
ま
つ
白
に
成
た
夕
日
の
壇
ノ
浦
　
△　
　
類
な
し
の
類
を
集
て
七
不
思
議
　
〃　
　
取
込
み
や
猫
も
火
燵
も
御
国
替
　
句　
　
水
鳥
や
己
が
時
雨
を
そ
へ
て
た
つ
　
△　
　
問
屋
場
の
明
を
手
柄
や
茶
（
ち
ゃ
ぶ
る
ま
い
）
振
廻
　
〃　
　
類
な
し
と
給
ふ
三
三
の
雪
の
朝
　
家　
　
菓
子
盆
に
簪
さ
し
て
迯
る
女
郎
　
　
　
　
花
ぐ
も
り
頓
（
に
わ
か
に
）は
れ
け
り
志
賀
の
僧
　
△　
　
横
顔
は
人
形
遣
ひ
の
伝
授
也
　
立　
　
蛍
見
の
く
れ
を
待
間
の
平
等
院　
　
　
　
　
　
　
　
四
ウ
」
　
直　
　
去
状
を
取
ル
と
錦
木
立
に
来
る
　
△　
　
世
に
出
て
か
ら
は
き
た
な
し
廓
詞
　
ア
ラ　
冬
ざ
れ
の
庭
の
風
情
や
大
柏
　
ツ
キ　
黒
〳
〵
と
見
へ
る
は
投
に
七
十
弐
　
サ
ス　
鷹
の
羽
の
家
中
死
ス
共
穂
は
つ
ま
ず
　
△　
　
大
力
も
家
督
に
そ
へ
て
譲
る
嶋
　
〃　
　
取
込
で
元
の
湖
水
や
秋
の
末
　
〃　
　
捻
つ
け
て
三
国
一
と
す
へ
る
膳
　
〃　
　
横
顔
を
正
面
に
し
て
小
傾
城
　
〃　
　
捻
つ
け
て
鼻
の
名
高
し
東
福
寺
　
〃　
　
ま
だ
る
ひ
か
虱
を
蚤
が
飛
こ
し
た
　
〃　
　
大
力
の
開
眼
な
る
か
帳
祝
ひ
冨　田　和　子
三
八
　
〃　
　
横
が
ほ
に
車
大
工
を
見
知
て
居
　
　
　
　
橋
は
照
る
魚
作
の
町
は
し
ぐ
れ
哉
　
△　
　
問
屋
場
の
硯
は
乾
く
長
栗（つ
ゆ
り
）
花
落　
　
　
　
　
　
　
　
五
オ
」
　
　
＊
栗
花
落
＝
梅
雨
入
り
。
旧
暦
五
月
初
旬
に
栗
の
花
が
落
ち
る
こ
と
か
ら
の
当
て
字
。「
五
月
七
日
」
と
も
書
く
。
　
△　
　
ま
だ
る
い
は
京
の
者
で
も
と
ら
ぬ
杓
　
〃　
　
よ
こ
顔
も
正
面
も
あ
り
竃
の
神
　
イ
カ　
抱
付
て
見
る
は
真
剣
勝
負
也
　
仰　
　
金
に
な
る
娘
の
跡
に
す
は
る
母
　
子　
　
忘（く
つ
わ
や
）
八
屋
が
女
房
に
咄
す
在
戻
り
　
　
＊ 
忘
八
屋
＝
忘
八
は
仁
・
義
・
礼
・
智
・
忠
・
信
・
孝
・
悌
の
八
つ
の
徳
目
を
失
っ
て
放
蕩
に
ふ
け
り
、
遊
里
で
遊
ぶ
こ
と
の
意
。
こ
こ
は
、
遊
女
屋
。
　
△　
　
大
力
が
看
病
に
寄
る
狐
つ
き
　
〃　
　
ま
だ
る
い
は
鍛
治
屋
に
隣
リ
る
み（三
栖
屋
）
す
や
針
　
　
＊
三
栖
屋
針
＝
京
都
三
条
通
河
原
町
の
針
屋
み
す
や
の
縫
い
針
。
京
名
物
の
一
。
　
〃　
　
つ
か
へ
た
て
帆
を
上
げ
さ
せ
ぬ
鳥
羽
の
山
　
句　
　
納
豆
汁
香
き
く
様
に
誉
に
け
り
　
紫　
　
折
ふ
し
は
猿
の
手
伝
ふ
虱
が
り
　
△　
　
取
込
で
腰
伸
ス
内
を
し
ぐ
れ
へ
り
　
子　
　
三
弦
に
の
せ
て
も
見
た
き
手
毬
唄
　
△　
　
大
力
と
大
食
を
知
る
三
井
の
奥
　
ア
ラ　
乗
か
け
に
あ
を
つ
合
羽
の
引
廻
し
　
〃　
　
有
手
か
ら
洩
ル
雷
の
冬
仕
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ウ
」
　
△　
　
横
顔
や
障
子
に
鼻
の
影
ぼ
う
し
　
〃　
　
取
込
や
聟
押
退
て
く
る
座
頭
　
ツ
キ　
真
白
に
成
た
と
そ
し
る
娵
の
襟
　
〃　
　
ま
つ
白
に
成
た
夕
ベ
の
初
歯
黒
　
△　
　
と
り
込
も
し
ら
で
や
馬
が
太（たい
こ
）こ打
　
〃　
　
大
力
の
看
板
腕
に
彫
て
あ
る
　
〃　
　
大
力
が
首
の
真
綿
に
持
か
ね
た
　
〃　
　
つ
か
へ
た
に
二
り
で
鑓
持
野
雪
隠
　
〃　
　
大
力
が
ま
け
て
銭
や
る
相
の
山
　
〃　
　
類
な
し
と
誉
る
は
三
日
嫁
の
花
軸
継　
　
ま
つ
白
に
成
た
は
京
の
水
の
徳
　
　
　
　
　
　
　
句
高
壹
千
弐
百
四
十
弐
吟
　
　
　
　
　
　
本
来
旡
一
坊
丈
評　
　
　
　
　
　
　
　
六
オ
」（
以
下
略
）
＊
最
後
の
二
行
は
、
次
の
六
丁
裏
に
書
き
抜
か
れ
た
興
行
（
無
題
）
の
記
事
で
あ
っ
て
、「
百
戦
も
の
語
」
の
記
事
で
は
な
い
。
注（１
）　
鈴
木
勝
忠
「
三
河
高
浜
の
お
高
前
句
付
」（『
近
世
俳
諧
史
の
基
層
│
│
蕉
風
周
辺
と
雑
俳
』
名
古
屋
大
学
出
版
会　
一
九
九
二
年　
五
四
四
頁
）
に
よ
る
。
な
お
、
本
書
の
中
で
、
一
説
に
樗
良
よ
り
一
四
歳
年
長
と
の
湖
月
亭
知
奈
美
手
記
を
紹
介
さ
れ
る
。
（
２
）　
注
１
と
同
書
。
五
四
三
頁
（
３
）　
注
１
と
同
書
。
五
四
七
頁
（
４
）　
奈
良
大
学
宮
田
正
信
博
士
旧
蔵
本
（
５
）　
現
在
、
原
本
の
所
蔵
先
不
明
。
服
部
徳
次
郎
氏
か
ら
の
コ
ピ
ー
に
よ
る
。
（
６
）　
全
取
次
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
鈴
木
氏
が
「
三
河
高
浜
の
お
高
前
句
付
」
の
中
で
挙
げ
ら
れ
た
38
の
主
要
取
次
の
内
に
は
、〈
表
2
〉
に
載
ら
お高撰俳諧会所本の興行時期の再検証
三
九
な
い
も
の
や
所
在
地
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
（
7
）  
東
海
近
世
文
学
会
平
成
二
十
三
年
七
月
例
会
に
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
付
記
　
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
吉
沢
義
夫
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
服
部
徳
次
郎
氏
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
、
奈
良
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。
更
に
、
鈴
木
勝
忠
先
生
宅
で
の
研
究
会
（
通
称
、
寺
子
屋
）、
東
海
近
世
文
学
会
七
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
お
い
て
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。
　
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
椙
山
女
学
園
大
学
学
園
研
究
費
助
成
金
（
Ｃ
）、
同
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
：
二
三
五
二
〇
二
五
七
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
東
海
近
世
文
学
会
平
成
二
十
三
年
七
月
例
会
で
の
発
表
の
一
部
で
あ
る
。＊
生
活
科
学
部　
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
